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１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり －

見込み ● なし －

確定 あり －

見込み ● なし －

確定 ● あり －

見込み なし －

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

総合所見
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

事後評価

見込み・確定の別

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標１

指標４

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指　標 従前値

指標５

16,764
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

100 － －

16,700 －

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

－

指標２ 地区内居住人口数 人 16,534

指標３
都市再生整備区域内
のデジタル防災行政
無線のカバー率

％ 7

総合所見

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

－
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

○

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

○

－

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

377,397

計測時期

R2.10月

R2.10月

○

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
越中大門駅の乗降客
数

人/年 285,195

1年以内の
達成見込み

1年以内の
達成見込み

○

389,800

見込み・確定
の別

290,948 ○

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

16,534

100

確定値は評価値を下回ったが、乗
降客数が増加しているため、事業
による効果発現が確認できる。

確定値と評価値はほぼ同様の値
で、公園と狭隘道路の再整備の相
乗効果が確認できる。

デジタル防災行政無線の整備が進
み、住民が安心して暮らせるまちづ
くりをできたと確認できる。

目標値



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

越中大門駅のアクセス性、拠点性の向上

安全・安心な居住環境改善に向けた面的展開

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

越中大門駅の利用促進

市民交流の活性化

市民防災意識の向上

再整備された大島中央公園のエントランスを利用して、地元団
体がフリーマーケット等のイベントを行った。

市の総合防災訓練を実施し、自主防災組織への活動支援を
行った。

子供は屋内外にある大型遊具を楽しみ、大人はフ
リーマーケットを楽しむことができ、地域の活性化
を図ることができた。

「自分たちの地域は自分たちで守る」という地域住
民の強い連帯意識を醸成することができた。

現在整備中で令和３年度(予定)に供用開始とな
る。

現在、整備中の区間もあるが、整備済みの区間
に関しては、より安全な歩道として再整備された。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

別事業で行っている駅前広場及び都市計画道路駅前線の整
備工事の実施。

・歩道幅員が狭隘で、通学時は車両・自転車・歩行者が輻輳し
危険なため、歩道の拡幅工事を行った。

実施した結果

なしなし

実施した具体的な内容

自主防災意識を育成強化し、防災ハザードマップの周知を徹
底。

越中大門駅の駅舎の改修。

通学路交通安全プログラムによる、安全性の確保に向けた取組
みを引き続き推進していく。

今後の課題　その他特記事項

コミュニティバス・デマンドタクシーの最適化と公共交通利用の
PRとパークアンドライド等の促進。

公園施設の充実化の促進。

具体的内容 実施時期



都市再生整備計画（精算報告）
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 643 ha

平成 26 年度　～ 平成 30 年度 平成 26 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年 H24 H30

人 H24 H30

％ H25 H30
都市再生整備計画区域内の
デジタル防災行政無線のカバー率

都市再生整備計画区域におけるデジタル防災行政無線の
面積カバー率（面積比率）

デジタル防災行政無線を整備した効果を、災害情報等を伝達で
きるエリアで確認する。
（目標３に対応）

7%

新庁舎を含む公共施設を一体的に整備することにより、地区の
拠点性の向上及び交流の促進が図られる効果を、地区内居住
人口の推移により確認する。（目標２に対応）

16,534人

100%

越中大門駅の乗降客数 越中大門駅の乗降客数

地区の交通拠点としての越中大門駅の利便性向上の効果を、駅
利用者数の推移により確認する。
（目標１に対応）

地区内居住人口数

都道府県名 富山県
とやまけん

射水市
いみずし

大門
だいもん

・大島
おおしま

地区

計画期間

16,534人

【大目標】　交流により心がふれあう、安全・安心で快適な居住環境を創出するまちづくり
目標①　：　地区の交通拠点である越中大門駅周辺の利便性向上
目標②　：　公共公益施設を活用した交流の促進
目標③　：　地区住民が安心して暮らせるまちづくり

　射水市は、富山県のほぼ中央に位置している人口約9万3千人の市で、平成17年11月に新湊市と射水郡の全町村（小杉町、大門町、大島町、下村）が合併して誕生した市である。大門・大島地区は、北陸本線の越中大門駅を中心とした一体性
のある市街地を形成している地区である。
　地区北東部には、多目的グランド等の運動施設を備えた大島中央公園や、弓道場、ヨシダ大島体育館などの体育施設、大島絵本館が整備されており、市民の憩いの場となっている。また、大島中央公園東側隣接地（グリーンスクエア）では、射
水市発足以来の分庁方式による行政機能を集約した新庁舎建設が計画されている。新庁舎建設に伴い、今後、地区の拠点性向上が予想されることから、新庁舎周辺の公共公益施設を活用して、交流を促進することが求めらている。なお、新庁
舎建設の基本構想作成にあたっては、これまで有識者や地元代表らが組織した射水市新庁舎整備基本構想検討委員会を６回開催しており、庁舎の機能や規模、大島中央公園周辺の既存施設との空間構成などについて議論を重ねてきてい
る。
　今後、地区を取り巻く環境の変化として、平成27年春の北陸新幹線開業と合わせた並行在来線（北陸本線）第三セクター化に伴い、鉄道利用環境の変化による越中大門駅利用者数の減少が懸念されていることから、同駅周辺の利便性向上及
び利用促進が求められている。
　また、東日本大震災発生後、市の防災機能向上に対する市民の要望は高まっており、市では、これまで津波ハザードマップの作成や自主防災組織の育成・支援などの取組みを進めてきている。しかしながら、当地区では防災行政無線の未整
備箇所があるなど防災機能の強化が急がれており、新庁舎の防災拠点化及びデジタル防災行政無線網の整備や狭隘な道路の改善等を行い、災害に強いまちづくりを推進することが求められている。

1. 越中大門駅周辺の利便性向上
　北陸新幹線開業と合わせた並行在来線（北陸本線）第三セクター化による影響を見越し、地区の交通拠点である越中大門駅の利便性向上を図ることが課題である。
2.公共公益施設を活用した交流の促進
　新庁舎建設を契機に、周辺の公共施設を一体的に整備することにより、地区の拠点性向上が予想され、周辺交通の円滑化やコミュニティの向上、交流促進が課題である。
3. 安全・安心な居住環境の創出
　狭隘な道路の改善等など道路環境を整えるとともに、地区の防災機能を強化することで、地区住民が安全・安心に居住できる環境を創出することが課題である。

【射水市総合計画】平成20年3月策定
　射水市総合計画では、まちづくりの政策として、快適で利便性の高いまちづくり、快適で住みよいまちづくり、安心して暮らせるまちづくり、が掲げられており、基本計画では、越中大門駅周辺の整備や、都市計画道路の整備促進、歩道設置や交
差点改良など道路の利便性・安全性の向上と、公園・緑地のリフレッシュ整備、デジタル方式による防災行政無線の統合整備、統合庁舎建設の検討などがまちづくりの施策として示されている。

【射水市都市計画マスタープラン】平成22年3月策定
　射水市都市計画マスタープランでは、大門・大島地域の将来像として「交流が盛んな、快適な居住環境と、商・工業が共存できる活力あふれるまち」を掲げており、住みよい快適な都市環境を創出するまちづくり、交流により心ふれあうまちづく
り、繁栄する活力あるまちづくりが示されている。また、都市整備の方針として、大島中央公園の施設・設備の充実、市街地内の道路の安全性確保、都市計画道路駅前線の整備促進、越中大門駅の利便性向上と利用促進のための駅周辺整備
が示されている。

交付期間

地区内の居住人口数

285,195人／年 290,948人／年

従前値 目標値指　　標

30

定　　義 目標と指標及び目標値の関連性



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
目標①　地区の交通拠点である越中大門駅周辺の利便性向上
【整備方針】
　・越中大門駅へ連絡する道路を整備することにより、同駅へのアクセスを改善し、利便性を向上させる。また、沿道に立地する公園を再整備することに
よって、憩いの空間を提供する。

→　基幹事業：市道雄神町停車場線側溝改修〔道路〕
→　基幹事業：大島南部公園再整備〔公園〕

目標②　公共公益施設を活用した交流の促進
【整備方針】
　・新庁舎に隣接する交差点を改良することにより、想定される多数の来庁者が安全で円滑に通行できる環境を整える。
　・大島中央公園を再整備することにより、地区の身近なレクリエーション拠点として、機能向上を図る。

→　基幹事業：市道大島北野鷲塚線外1路線交差点改良〔道路〕
→　基幹事業：大島中央公園再整備〔公園〕

目標③　地区住民が安心して暮らせるまちづくり
【整備方針】
　・地区内の狭隘な道路の側溝を改修することにより、安全で円滑な交通環境を整える。

　・また、災害発生時などに必要な緊急情報を広く市民に伝達できるデジタル防災行政無線を市内で一体的に整備することにより、地区住民が安心して
暮らせる環境を提供する。

→　基幹事業：市道雄神町停車場線側溝改修〔道路〕
　　 基幹事業：市道倉町停車場線側溝改修〔道路〕
　 　基幹事業：市道柳町大門本江線側溝改修〔道路〕
　　 基幹事業：市道北高木新町線側溝改修〔道路〕

→　基幹事業：デジタル防災行政無線整備〔地域生活基盤施設〕



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費 B/C

道路 側溝改修 射水市 直 L=210m 平成28年度 平成29年度 平成28年度 平成29年度 24 24 24 24 ―

側溝改修 射水市 直 L=240m 平成28年度 平成29年度 平成28年度 平成29年度 30 30 30 30 ―

側溝改修 射水市 直 L=80m 平成30年度 平成30年度 平成30年度 平成30年度 7 7 7 7 ―

側溝改修 射水市 直 L=1,200m 平成28年度 平成30年度 平成28年度 平成30年度 90 90 90 90 ―

交差点改良 射水市 直 N=1 平成30年度 平成30年度 平成30年度 平成30年度 13 13 13 13 ―

公園 公園再整備 射水市 直 A=5.70ha 平成26年度 平成29年度 平成26年度 平成30年度 2,019 486 486 486 ―

公園再整備 射水市 直 A=0.31ha 平成29年度 平成30年度 平成29年度 平成30年度 50 50 50 50 ―

地域生活基盤施設 地域防災施設 射水市 直 デジタル防災行政無線親局設備N=1,屋外拡声子局 N=10 平成26年度 平成28年度 平成26年度 平成28年度 1,328 81 81 81 ―

合計 3,561 781 781 781 ― …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

射水市 直 N=1式 平成30年度 平成30年度 平成30年度 平成30年度 4 4 4 4

合計 4 4 4 4 …B

合計(A+B) 785

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

射水市 国土交通省 ― ○ ○ 平成26年度 平成28年度 1,247

射水市 国土交通省 ― ○ 平成26年度 平成28年度 4,890

射水市 国土交通省 L=252m,W=20m ○ 平成26年度 平成30年度 1,026

合計 7,163

デジタル防災行政無線整備事業
（都市再生整備計画の区域外）

－

新庁舎整備事業 新庁舎整備

都市計画道路駅前線整備事業 都市計画道路駅前線

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

事業活用
調査

事業効果分析調査 事後評価

細項目 うち民負担分
地域創造
支援事業

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

デジタル防災行政無線整備

大島中央公園

大島南部公園

市道倉町停車場線

市道柳町大門本江線

市道北高木新町線

市道大島北野鷲塚線 外1路線

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

市道雄神町停車場線

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 785 交付限度額 314.0 国費率 0.4


